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◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
係
る
療
養

諸
費
及
び
高
額
療
養
費
の
支
出

に
当
た
り
、
平
成
20
年
度
八
街

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
を
補
正
す
る
必
要
が
生
じ
ま

し
た
が
、
特
に
緊
急
を
要
し
た

た
め
、
市
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
く
専
決
処
分
し

た
も
の
で
す
。

◆
財
産
の
譲
与
に
つ
い
て

泉
台
区
が
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
築
を
予
定

し
て
い
る
土
地
及
び
現
在
の
区

民
セ
ン
タ
ー
の
土
地
建
物
に
つ

い
て
は
、
開
発
事
業
の
協
議
に

よ
り
集
会
施
設
用
と
し
て
市
が

帰
属
を
受
け
た
財
産
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
財
産
に
つ
い
て
、
地

縁
団
体
で
あ
る
泉
台
区
の
申
請

に
基
づ
き
同
区
へ
譲
与
す
る
も

の
で
す
。

◆
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

道
路
改
良
工
事
を
し
て
い
ま

し
た
市
道
文
違
１
号
線
に
つ
い

て
、
終
点
側
の
主
要
地
方
道
成

東
酒
々
井
線
と
の
交
差
点
改
良

工
事
の
完
了
に
合
わ
せ
て
、
終

点
側
の
一
部
を
付
け
替
え
し
て

路
線
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

そ

の

他

◆
一
般
会
計

予
算
額
は
１
６
３
億
１
千
万

円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
1.3

パ
ー
セ
ン
ト
、
２
億
１
千
万
円

の
減
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
額
は
72
億
１
千
１
４
８

万
２
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
1.9
パ
ー
セ
ン
ト
、
１
億
３

千
５
２
６
万
５
千
円
の
増
で

す
。

◆
老
人
保
健
特
別
会
計

予
算
額
は
１
千
６
５
３
万
４

千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

95
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
３
億
３

千
３
２
４
万
９
千
円
の
減
で

す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
額
は
２
億
９
千
１
６
８

万
２
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
19
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
、
７

千
２
１
６
万
７
千
円
の
減
で

す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
額
は
26
億
８
千
６
万
７

千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

５
パ
ー
セ
ン
ト
、
１
億
２
千
６

４
６
万
５
千
円
の
増
で
す
。

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業

特
別
会
計

予
算
額
は
７
億
３
千
６
５
１

万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

1.4
パ
ー
セ
ン
ト
、
１
千
35
万
９

千
円
の
減
で
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
額
は
７
億
４
千
４
５
２
万

１
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

14
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
、
１
億
２

千
２
１
６
万
９
千
円
の
減
で
す
。

◆
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出
で

は
、
収
入
予
算
額
は
11
億
２
千

５
４
７
万
４
千
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
1.3
パ
ー
セ
ン
ト
、

１
千
５
２
０
万
８
千
円
の
減
、

支
出
予
算
額
は
11
億
１
千
５
６

３
万
１
千
円
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
1.5
パ
ー
セ
ン
ト
、
１
千

６
８
５
万
円
の
減
、
資
本
的
収

入
及
び
支
出
で
は
、
収
入
予
算

額
は
１
億
７
千
２
７
１
万
９
千

円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

58
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、
６
千
３

５
７
万
円
の
増
、
支
出
予
算
額

は
３
億
６
千
５
２
８
万
７
千
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
16
・

６
パ
ー
セ
ン
ト
、
５
千
１
９
８
万

２
千
円
の
増
で
、
資
本
的
収
入
が

資
本
的
支
出
に
対
し
不
足
す
る
額

１
億
９
千
２
５
６
万
８
千
円
は
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
等

で
補
て
ん
す
る
も
の
で
す
。

平
成
21
年
度

予
算
の
概
要

厳しい市財政としつつも、相

変わらず駅北側区画整理事業へ

の取り組みを進めると共に市長

の給与、交際費、市長車は全く見

直しもされず、聖域化したままとなっています。区

画整理事業は、これからも市財政を大きく歪めてい

くことは明らかです。事業の凍結、聖域化されてい

る問題は最優先で検討されるべきです。

また業務の独占となっている庁舎清掃業務等への委託の

あり方、八ッ場ダム建設のための負担金、後期高齢者医療

特別会計への操出金、がん検診・特定健診の有料化、プラ

スチック類の焼却開始、土木費の大幅な削減等は見直し、

障がい者施策として、低所得者への市独自の利用料軽減対

策、介護保険の低所得者利用負担対策助成制度の復活、八

街市の基幹産業である農業・商工業の経営悪化に対する支

援、不登校の子どもに対応する人員や居場所確保、就学援

助費支給額・支給世帯枠の拡充等を求めます。

市民の暮らしを守るためにあらゆる力を尽くし、しっか

りと市民生活を支える市政を求め、反対いたします。

大変厳しい財政状況が続く中

で、歳入面では、各基金からの

繰入により、財源不足に対応し

ているほか、歳出面においては、

全般にわたる経費の節減合理化の推進や既存の制度、

施策の見直しに努めた上で義務的経費及びシーリン

グ対象となる経費を除き、一件査定を実施し、生み

出した財源を重点的、効果的に配分しています。

具体的には、八街駅北側地区土地区画整理事業、市道文

違１号線道路改良事業の推進、市内９小学校へのＡＥＤ設

置、消費生活苦情相談日を週３日から４日に拡充、妊婦健

康診査の助成回数を５回から14回に拡充、八街東地区に児

童クラブを新たに開設すると共に、母子自立支援員の配置、

家庭児童福祉相談業務の実施、交進小学校の校舎老朽化に

伴う改築事業の実施、特別教育支援員、給食補助員の増員、

図書館の開館時間の延長を週１日から２日に拡充、泉台地

区のコミュニティセンター建設費補助の実施等です。

暮らし、福祉、教育分野も含め、限られた財源の中でも、

バランスのとれた各種施策が随所に見られますので、長谷

川市長の今後の手腕の発揮を期待して賛成いたします。

反 対 賛 成

議案の内容


